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講演 「クボタの見据えるスマート農業の未来と市場戦略」の概要 

株式会社クボタ 

特別技術顧問 工学博士 飯田 聡 

 農業人口が減少する中、１経営体当たりの圃場面積は拡大しています。今、日本農業に 

おいて課題となるのは合筆された圃場内で起こる作物の生育や食味、収量のバラツキです。 

この解決に向けてクボタはＫＳＡＳ（営農支援システム）を核としたスマート農業技術

の実証試験を展開しています。 

まず、メッシュマップコンバイン（精密食味収量コンバイン）による食味、収量のバラ

ツキを把握し、データを基にＫＳＡＳ（営農支援システム）で施肥計画を行い、田植機に

よる可変施肥を行います。 

そして、移植から45日目頃、ドローンを利用したリモートセンシングによる生育診断、

生育メッシュマップを基に生育状況に合わせたハイクリブームによる可変追肥を実施しま

す。 

収穫直前にはリモートセンシングによる生育診断を基に収穫適期の確認を行い、仕上げ

はメッシュマップコンバイン（精密食味収量コンバイン）による食味、収量の確認です。 

これを１つのサイクルとした大区画圃場における食味、収量のバラツキ抑制の対策は、

開発中の技術と併せてその効果を実証しています。 

更にＫＳＡＳ（営農支援システム）と水管理システム（ＷＡＴＡＲＡＳ）との連携によ

る水管理の適正化や効率化と、天候情報による生育予測を用いた栽培支援にも取り組んで

います。 

スマート農機とデータを駆使し、気候、土壌、生育状況の変化に応じてより細やかな肥

培管理、生育、水管理を行い、作物の増収と安定生産を行います。 

これがクボタの取り組むＫＳＡＳ（営農支援システム）を核としたスマート農業一貫体

系のネクストステップです。スマート農業の未来にご期待ください。 
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株式会社クボタ 特別技術顧問 工学博士 飯田聡 1

2023年3月10日

クボタの見据える
スマート農業の未来と市場戦略

※ 

飯田 聡

1980年 久保田鉄工株式会社に入社

1999年 トラクタ技術部第二開発室長

1999年 建設機械技術部長

2003年 建設機械事業部長

2004年 クボタヨーロッパS.A.S社長（フランス）

2009年 クボタトラクターコーポレーション社長（アメリカ）

2011年 機械海外本部長、常務執行役員

2012年 農業機械総合事業部長、農機海外営業本部長

2014年 研究開発本部長

2015年 専務執行役員

2016年 取締役専務執行役員

2018年 特別技術顧問、現在に至る

自己紹介
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20231025 北海道土地改良設計技術協会
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本日のアジェンダ1

１．クボタの概要

２．日本農業の課題とスマート農業

３．スマート農業への取り組み状況
（１）データ活用による精密農業（KSAS）
（２）自動化、無人化による超省力化技術
（３）省力化・軽労化のための技術、他
（４）クボタがスマート農業を通じて提供する価値

４．今後の課題と市場戦略
（１）スマート農業システム、スマート農機の更なる進化
（２）スマート農業一貫体系の拡大
（３）データ連携によるオープンプラットホーム構築
（４）「みどりの食糧システム戦略」への対応他

5．スマート農業に適した農地整備について

4

水処理機器、システム

ごみ処理(溶融、焼却)プラント

パイプシステム

農業機械等

小型建設
機械

産業用
ディーゼルエンジン

クボタの紹介 … 事業領域と関連深いSDGs1
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《部門別売上高》

2022年12月期

2兆6,788億円
(+21.9%)

パイプインフラ
2,036億円

（8%）

その他
232億円
（1%）

農機、エンジン
18,215億円

（68%）

《地域別売上高》

日本
6,024億円

（22%）

北米
11,020億円

（41%）

欧州
3,380億円

（13%）

アジア（日本を除く）

5,330億円
（20%）

その他
816億円（4%）

海外売上高比率

78%

5

建機
5,065億円
（19%）

環境関係
1,240億円

（5%）

税前利益:2339億円

グローバルカンパニー農機は
世界No.2を争う

売上高の構成1

2．KGITの主な機能・役割
①農建機をはじめとする製品と基幹部品の開発
②材料(素材)や解析などの基盤技術の研究開発
③製品・ソリューションのDXを実現するIoT・ICT・AI

高度データ処理技術開発:スマート農業技術他
④製品のクリーンエネルギー化や資源循環システム等

カーボンニュートラル関連技術の研究開発

1．概要
①設立 2022年9月開所
②場所 大阪府堺市堺区匠町1番地11
③面積 敷地面積 約34.6万m2

延床面積 約13.8万m2

6

KGIT外観

テストコース

実験圃場

台上試験棟

設計研究棟

グローバル技術研究所:Kubota Global Institute of Technology（通称:KGIT）1

第36回日経ニューオフィス賞
ニューオフィス推進賞受賞

Smart Circular Innovation
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✓ 農業就労者が高齢化(68歳）、離農により大幅に減少する中、担い手農家の規模が拡大
➡農家戸数は2030年には半減、2030年には17万戸にまで減少するとの予測有

✓ 行政としても規模の拡大による生産性の向上、スマート農業や輸出の拡大を促進
➡ 全耕地面積中、担い手の割合を現状の57％から80％以上へ

日本農業の課題２
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出典:みどりの食料システム戦略、農業センサス、令和元年度食料・農業・農村白書、三菱総合研究所マンスリーレビュー2022年12月号など

農家戸数と担い手への耕地面積集積割合

耕地面積集積割合

担い手 販売農家(担い手を除く)

農地集約化進行

‘20 ‘50

230(販売農家全体)

103
農家戸数大幅減

•食料の安定供給
•農村の維持

（万戸） （%）

24 (20％)

担い手が抱える課題

（1）多数圃場の効率的な管理
・収量、品質低下の問題
・労働者不足の問題

（2）生産コストの高騰対策
（資材費削減、工数削減）

（3）生産品の高付加価値化
（ブランド化）

（4）重労働や労働環境の改善

（5）人材育成(ノウハウの伝承)

（6）販路開拓･拡大

担い手が抱える課題とクボタのスマート農業２

8

日本農業の課題

① 儲かる魅力的なビジネスへの転換

② 重労働から解放、働き方改革により
若者の参入を促進

③ 中山間地を含め農村の活性化を図り
農業の多面的な機能維持

④ 気象変動に強く持続可能な農業

クボタのスマート農業（2011年～）

1）データ活用による精密農業
2）自動化･無人化による超省力化と軽労化
3）省力化･軽労化

（環境に優しい農業でカーボンニュートラル実現）

+新たな農法開発
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営農支援システム
オートステアトラクタ

自動運転トラクタによる協調作業
GS付き田植機、無人田植機による

田植作業の省力化

ドローンによるリモート
センシングと可変追肥、施薬

食味・収量センサ付きロボットコンバイン
による品質・収量及び効率向上

ロット管理

給排水の遠隔自動制御、
ラジコン草刈り機による

除草の軽労化

出荷・店頭での
品質管理

経営・栽培管理 耕起・整地 播種・移植

出荷 収穫、乾燥・調整・選別 防除、追肥 水管理、草刈り

9

水田稲作・畑作におけるデータを活用したスマート農業一貫体系2

クボタ スマート アグリシステム
農業機械とＩＣＴを利用して作業・作物情報（収量、食味）を収集し活用することで、
「儲かるＰＤＣＡ型農業」 を実現する営農・サービス支援システム

システムの全体像 KSASで実現できること

･ 営農支援システム
◆ 高収量・良食味米づくり
◆ 農家の栽培ノウハウ伝承
◆ 安心安全な農作物づくり
◆ 農業経営基盤の強化

･ 機械サービスシステム
◆ 迅速なサービスの提供

⇒農繁期のダウンタイム防止

MY農機

10

（１）データ活用による精密農業（KSAS）3
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追肥、防除:ドローンKSAS連携

食味･収量コンバイン乾燥器、色選機との連動

現在サービスを開始している KSAS Step.1 の概要３

畑作、野菜作へ）稲作機械化一貫体系とのデータ連携による日本型精密農業の実現（稲作⇒畑作、野菜作へ）

① 圃場地図と連携した作付計画、作業管理等の栽培支援の提供（営農管理の効率化）

② 収量・食味コンバイン･田植機･乾燥機等との連携によるPDCA農業の推進

11
収量・食味マップに基づく

施肥設計、土壌改良

耕起:
可変基肥

田植え:
可変施肥

PDCA農業

営農管理:作付計画、作業計画、
作業日誌、進捗管理、圃場管理他

圃場マップ

12

収量・食味マップ

タンパク含有率（％）
4 5 6 7 8 9

収量(kg/10a)

800

700

600

500

400

300

1

6
7

8

9

4

2

3 5

タンパク値、
水分値

モミ重量

食味・収量センサ付きコンバイン

営農計画:作付計画、作業計画、施肥設計
作業日誌自動作成、進捗管理、圃場管理

データ分析
施肥マップ

圃場ごとの可変施肥、土壌改良

PDCA型農業 3G⇒4G3G⇒4G

KSAS（食味・収量コンバイン）による儲かるPDCA型農業の実現3

収量15%向上
食味向上

①②

⑦
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新潟地区でのモニターテスト

・ 食味（タンパク）のバラツキを目標レンジに入れることができ、収量が15％増加
高い評価を得る

3年間での収量増加効果：約15％

2011年 5.1㌧/ha 2012年 5.8㌧/ha 2013年 5.9㌧/ha→ →

13

儲かるPDCA型農業の実現 … モニター試験結果３

近赤外線水分計付乾燥機
籾を潰さず、1分間に1回、水分測定。
乾燥ムラを防止し、効率的な乾燥。
KSASへのデータ送信。

色選カメラ

色彩選別機
ロット毎の不良米の割合などの
選別データをKSASへ送信。

食味収量コンバイン

精密食味収量コンバイン

14

KSAS乾燥システム（近赤外水分計付き乾燥機・色彩選別機のKSAS連動）3

① 収穫～乾燥調製までの進捗を見える化と作業の効率化
② 仕分け乾燥による品質向上と高収益化
③ 稲作から畑作（小麦、大豆など）への展開
④ 選別機情報の有効活用 … 品質向上と高収益



本資料の二次利用はお控えください 20231025 北海道土地改良設計技術協会

③ 診断レポート
（2016年より継続中）

② モニタリング① MY農機（2019年4月リリース） 農機に直接通信ユニット搭載

現在の機械の
位置､状態確認
(位置・警報など)

機械の位置と稼働状況、
警報モニタリングによる迅速な
修理対応（作業中断の短縮）

それぞれの機械にあった最適な
メンテナンスプログラムの提案

定期交換部品
の自動通知

(機械のメータパネルに
表示されたアラートを
MY農機でも確認)

その日の機械の
稼働情報確認

(刈取・脱穀の
作業/停止時間や
燃料消費量など)

カレンダーから
詳細情報確認

(稼働情報、警報
履歴や移動軌跡等)

15

KSAS機械サポートコース3

16

KSASの進化の方向性3

Step.１: 稲作機械化一貫体系とのデータ連携による日本型精密農業の実現
今の動き:リニューアル（操作性向上、スマホ機能拡充、オープン化）

稲作から畑作・野菜作への展開を強化

2014年～

農作業や収量
の見える化による
営農の効率化

2019年～

Step.２: 日本型精密農業の進化
①生育のバラツキの把握:圃場規模拡大による土壌条件の変化、天候、

肥培管理、水管理、病虫害発生状況等
②栽培プロセスの更に精密な管理:可変施肥・施薬、圃場水管理等

精密センシングと
ビッグデータ解析
栽培管理の高度化

時期

価値
機能 Step.３: 高度営農支援システムの構築

最適営農計画策定、自動農機の最適運行ルート作成など
AI等の活用による
営農意思決定支援

202X年?～
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日本型精密農業の更なる進化:KSAS Step.2 の概要3

①精密食味収量コンバインによる圃場内のバラツキ把握(メッシュマップ)と可変施肥（上市済）
②リモートセンシングによる生育状況診断と病害虫発生状況の把握による可変追肥や施薬
③水管理システム(WATARAS)による水管理の適正化と効率化（上市済）
④気象情報による生育予測を活用した栽培支援(最適作業時期や病害等の早期警戒情報提供)

（2023年3月上市）

①各種データの
見える化･利活用

①耕起
可変基肥

①田植え
可変施肥

①収穫、精密食味･収量計測
(メッシュマップ)

連動乾燥･調整

③自動水管理
（WATARAS)

②可変追肥、
ピンポイント防除

②リモートセンシング
(生育状況･病害把握)

レイヤ―マップ解析

衛星
情報

④

気象
情報

④気象予測と生育モデル
による生育予測、栽培支援

生育
ﾓﾃﾞﾙ

自脱型:DIONITHシリーズ普通型:WRH1200

18

Step2の開発技術 … 精密食味収量コンバイン（メッシュマップコンバイン）3

① メッシュマップセンシング（KSAS連動）
・ グレンタンクにこく粒流量センサを新たに設けることで、

メッシュ単位で収量・食味を計測 ⇒ 可変施肥の実現

② KSASクラウドとの直接通信
・ 各種データを3G回線でKSASクラウドに送信可能
・ KSASとの連動で作業日誌の自動作成が可能

③ 汎用コンバインは麦にも適用可 ⇒ 大豆、ソバ等、さらなる畑作への展開

・直接通信ユニット
・D-GPSユニット

こく粒流量センサ

メッシュマップ(食味)のイメージ
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1．メシュマップコンバインによる
食味・収量マップ

食味情報

収量情報

2. リモート
センシング

(ドローン、衛星）
NDVIマップ他

GIS(地理情報システム)

土質

土壌肥沃度

生育

施肥

作業経路

収量

食味

4. KSASレイヤマップ生成 5. 可変施肥マップ作成

6. 可変基肥・可変追肥

① 収量増加効果 約25％
② 食味向上、及びバラツキ改善
③ 肥料量の削減 19

3. 各種農業情報の活用
土壌分析データ等

SDカードSDカード

3G⇒4G3G⇒4G

KSAS Step2における可変施肥の推進3

施肥マップ
自動作成

メッシュマップコンバインによる可変施肥の検証事例

1年目 2年目

収量:582kg

平均タンパク率:6.4％

722kg

6.3％

収量約25％増加

食味の向上

バラツキの改善

20

３
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空撮仕様(参考)
・撮影高度: 100m
・解像度: 10cm程度
・飛行時間: 30分
・撮影範囲: 10ha圃場

21

複数圃場のセンシング(NDVI画像)

300m

400m

12ha、43筆

① 小型・軽量・RGBカメラ、４バンドの農業用スペクトルカメラ搭載

② 広範囲の生育情報(NDVI等の生育指標)を短時間で収集可能

③ 専用ツール: 生育マップ生成からKSASへのアップロードまで
③ 専用ツール: 簡単操作(15分／10ha)

④ KSASで生育マップに基づいた可変施肥を可能にする 農業用スペクトルカメラ

リモートセンシングドローンによる生育診断と可変施肥・施薬（2023年3月上市）3

約300ｍ

約400ｍ

複数圃場のNDVI画像（幼穂形成期）

22

✓ 12ha(約４０圃場)を
一度に空撮可能

✓ 複数圃場の生育状況の把握
特にNDVIのバラツキが
大きい圃場は要注意圃場
として特定、原因究明

✓追肥、施薬の判断

✓病虫害被害、雑草の状況把握

✓作業ミスの判断

⇒ バラツキの対策、改善

ドローンによるリモートセンシングの事例紹介①3
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NDVI画像 カラー画像

ウンカによる坪枯れ被害

カラー画像NDVI画像

雑草(ヒエ)繁殖

23

リモートセンシングの事例紹介② … 生育異常部の把握(病虫害、雑草)３

太陽光発電とバッテリー
搭載で電源不要 連携

既設給水バルブ・開水路*にも設置可能
(※別途アタッチメントの設置が必要)
既設給水バルブ・開水路*にも設置可能
(※別途アタッチメントの設置が必要) 24

圃場水管理システム（WATARAS）との連携3

内閣府SIPにおいて農研機構とともに、クボタケミックスが開発
・ 遠隔監視:水位、水温等の水田データがスマホで確認可能

・ 遠隔制御:スマホで設定した水位に基づき、給水・排水の両方を自動制御
（タイマー設定で夜間・早朝の自動給排水も可能）

・ データ化:天候情報、生育モデルと連携し、さらに精緻な水管理を実施

➡ 農研機構等との技術開発・実証研究を推進

2018年から販売開始

・水管理に要する
労働時間を80%削減

・低温・高温障害対策の
ための深水管理、間断
潅水に有効

・直播初中期水管理に有効

LPWALPWA

LTE-MLTE-M
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圃場水管理システム（WATARAS)の効果

25

スマート農業実証プロジェクトでの主な成果

１）水管理（見回り、給排水作業）の労力を
80％削減

*出典：集落営農法人による持続可能な中山間地域営農体系の実証 SDGs未来杜市・真庭スマート農業オープンラボ（(農)寄江原）

２）夏期の水管理作業時間 約7割減
３）出穂後の高温時に夜間給水を実施することで

圃場水温を低下させ高温障害を回避
４）寒冷地における冷害低減のための深水管理に

より、冷害発生を防止

３

５）*鉄コーティング直播での精密な水管理で
発芽率80％確保

26

WATARASで取得した水口の開閉状況や機器の状態、及び水位や水温もKSASの登録圃場で確認可能

【KSAS圃場に水温を表示】

【KSAS圃場に水位を表示】

t

KSAS X  WATARAS連携3 2023年3月～

KSASでWATARAS機器の状況を確認可能
マップで水位・水温・給水状況の見える化ができるため、的確な給・排水対策が実施可能

➡ 水管理の軽労化と収量増に繋がる

マップの表示を切り替え可能
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IＣT

水源から圃場まで農業用水の一連の流れをKSIS・KSAS・WATARASで一元管理

水管理の情報を圃場地図
上で一元管理
更なる効率ができる 27

KSASや気象情報、
及び生育モデルと連携し、
さらに精緻な水管理を実現

河川や圃場の水位を監視
適切な灌漑用水配水量を決定

LTELTE

LPWALPWA

WATARASの活用例 … 農業用水一元管理のためのシステム連携3

農村全体
労力削減

省水
省エネ

【KiDAS】

WATARASの活用例② … 大雨時の洪水被害低減３

28

大雨が予測された場合

給水側を停止し、
排水し貯留容量確保

排水高を上昇

天候と河川増水が回復

給排水を通常モード

圃場で一時貯留

河川の増水を抑制

スマート田んぼダム・・・ スマート田んぼダム実証事業:秋田県他8県
自動給排水システム（WATARAS）を用いて効率的な水管理を行うとともに、地域の給排水施設管理
と連携しながら遠隔操作による豪雨前の排水、豪雨中の貯留・流出抑制、豪雨小康状態時の排水等を
行い、水田の貯留機能をより発揮する取り組み
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AI等による高度営農意思決定支援システム(営農コンシェルジュ)の構築

農家保有システム
･ GAP等帳票システム
･ 会計システム
･ 販売システム 等

KSAS Step.3

①農地･地図
②気象
③土壌
④肥料･農薬
⑤生育予測
⑥栽培指針
⑦病害虫･雑草の診断、他

農業データ連携基盤

他社農機･機器Ｋセンシングデータ

他社クラウドシステム

市場データ等外部情報

圃場
情報

土壌

施肥

生育

収量

食味

気象K
S

A
S

レ
イ
ヤ
ー
マ
ッ
プ

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

✓事業計画
✓コスト分析
✓作業計画・管理

精密施肥・施薬、水管理、
収穫計画、等

✓作業実行プラン
（フリートマネジメント）

営農計画策定・管理
✓作付計画
✓収量予測

K農機・機器

29

KSASの進化の方向性 … KSAS Step.33

お客様の
評価

営農コース

営農コース
＋

農機連携

30

①作業計画、作業日誌作成、作業進捗確認が容易になった

②コミュニケーションが容易になり、作業間違いが減った

③作業時間や資材コストが明確になり作業効率が向上した
（ライスボール、アンドファーム、関東昔がえりの会、他）

①圃場ごとに収量･食味のバラツキが分かり改善に役立っている

②圃場を仕分けし、戦略的に活用することができる（ファーム安井、他）

③作物履歴･品質データが販売（特別栽培米、酒米等）に役立った

④乾燥機との連動で収穫・乾燥作業の効率化ができた（平塚ライスC）

⑤色選情報の活用で防除対策を実施、収量向上に繋がった（みなみ農園）

⑥ドローン連携による自動作業日誌が請負防除作業に役立つ
（阿蘇カルデラライスセンター、他）

KSAS利用者の声（実証事業を通じての評価含む）3
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（２）自動化による超省力化 … 自動・無人化農機の進化のレベル3

レベル3:遠隔監視での無人運転
・圃場内限定⇒農道(公道)走行
・複数の無人機による協調運転

➡ マルチロボットシステム

クボタのブランド構成

レベル1・2

レベル2

（一部レベル１機含む）
2010年～ 2017年～

時期

価値
機能

31

レベル1:自動操舵（オートステア）

レベル2:有人監視での自動化・無人化
（有人機－無人機協調運転含む）

人が搭乗して
の自動化
GNSS活用

人が近傍で監視
しての無人化
安全システム要

遠隔監視下での無人化
AI画像認識等活用
公道走行関連技術

2026年～?

衛星測位の方式： DｰGNSS, RTK, QZSS

32

３

D-GNSS
ディファレンシャル方式

RTK-GNSS 準天頂QZSS
(みちびき)基地局/キャリア基地局 VRS方式

仕組み

精度 約1 ～ 2m 2 ～ 3cm 2 ～ 3cm 6cm
価格 40万 ～ 50万 100万～ 250万 100万～ 150万 現在100万円程度
補正情報
使用料 不要 基地局:自治体、JA、ﾃﾞｨｰﾗ

キャリア基地局:約4万円/年※１
VRS:約10万円/年 不要

広域で利用可能な補正信号
補強信号を受信可能なアンテナと
専用の受信機が必要

配信業者との契約と
携帯電話網が必要

※１ キャリア基地局:NTTドコモ、ソフトバンクのサービス（電子基準点と併用）

通信距離20km~30km以下
自治体やJA、ディーラ

GPS
Galileo
BeiDou
GLONASS

静止衛星
（QZSS）

測
位
信
号

地上管制局移動局

GPS

移動局

配信業者

電子基準点

移動局

補正情報

GPS
GPS

固定基地局
キャリア基地局

準天頂衛星（QZSS）

地上管制局移動局
電子基準点

GPS
Galileo
BeiDou
GLONASS

仮想基準点
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レベル１ レベル２ レベル３

トラクタ

コンバイン

田植機

直進キープ機能
（D-GNSS）

オートステア（RTK）

自動運転アシスト（RTK)
(直進キープ機能付き)

21馬力 100馬力 130～170馬力

自動化
レベル

機種

33

28～60馬力

汎用:120馬力 自脱:130馬力

直進キープ機能（D-GNSS）

現在のクボタのラインナップ3

60～70馬力

6条･8条・10条

有人機･無人機の協調運転可能

直進キープ機能（D-GNSS）

Coming soon!

60馬力 100馬力

テスト販売のみ

汎用:120馬力

2024年
発売

8条

2026年～
の実用化
に向けて

官学の研究
機関等と

研究開発を
推進中

AIカメラによる人検知

34

レベル1 … 直進キープ機能付き田植機（NWシリーズ）3 2016年秋発売
2020年からモデルチェンジ

◆ 新規就農者や初心者でも、簡単に真直ぐ田植えができる
◆ 直進走行に集中する必要が無くなり作業ストレスが軽減する
◆ 植付中に施肥の確認などができ効率が上がる ➡ 労働力30%削減

新しい価値の創出

株間③株間キープ機能
苗箱数一定で
慣行に比べ
苗量約10％削減

④施肥量キープ機能
スリップしても
施肥量一定で
過剰施肥を防止

⑤可変施肥
KSASで作成した
施肥マップによる
可変施肥⇒減肥

①サブｍ級GPSと姿勢制御ユニットを組み合わせた
独自の直進制御システムを開発
田植え作業に充分な直進精度を安価に実現!

圃場単位から メッシュ単位へ

②未熟なオペレータでも安心して使用できるように安心機能充実 １万台達成‼
(2022年1月）
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３ レベル1 … 直進キープ機能付き中型トラクタ SLシリーズ

35

充実のラインナップ:38～60馬力において、ホイール/パワクロ仕様、キャブ付き/無しが選択可能

① 旋回ガイダンス機能:
次工程の目標ラインが
液晶モニタに表示

②色塗りガイダンス機能:
未作業エリア、作業済み
エリアを色分けて表示

作業済みエリア 未作業エリア

③多彩な作業に対応:
代掻き、あぜ塗り、畝たて、
マルチ、播種、けん引、施肥等

畝たて・マルチ作業

2020年1月発売

D-GNSS活用

未熟練者でも仕上がりを確認しながら、高精度に楽に作業可

レベル2 … 無人運転大型トラクタ MR1000AH3 2019年発売
2022年3月仕様追加

① 圃場の形状に合わせた最適作業ルートを自動作成、無人走行・2台協調作業可能
◆耕うん作業では最外2周を有人オートステアで作業し、自動化率はほぼ100％

② 業界最高の安全性:国の安全性検査に合格した国内初のロボットトラクタ

③ 多彩な作業機への対応: 「耕うん」 「代かき」 「肥料散布」 「粗耕起」 「播種」等

④ Ntrip方式の他、基地局の設置が不要なVRS(仮想基準点方式)にも対応

③最適作業ルートの
自動作成

無人機
(MR1000A)

有人機
(保有機)

①無人機と有人機による
協調作業も可能

2022年3月
無段変速仕様

追加

36
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MR1000AHの安全機能3 2022年3月仕様追加

主なサポート機能
① 圃場からの逸脱防止 ②作業経路からの逸脱防止
③緊急回避障害物検知 ④障害物検知（ISO準拠）

➡ 警報ブザー、自動運転停止

✓ 農水省安全ガイドライン適合
✓ 農研機構ロボット安全検査合格

前方レーザー
＆ソナー

後方レーザー
&カメラ

側方ソナー

Sonarｘ4

Front
laserｘ2 

Rear
laser 

センシングエリア

センサフュージョンにより、
障害物検知に加え、圃場・
作業経路からの逸脱を防止

37

レベル２の効果的な運用

最適な圃場の組合せ
作業手順設定

作業体系の見直し要

事例１* 大規模水田:同一圃場での協調運転（間接耕耘）

事例３:大規模圃場:同一圃場での協調運転（耕耘＋播種）

*出典:千葉県香取地域における大規模水田輪作体系のスマート農業実証
中山間地農業を支える集落営農におけるスマート農業技術を駆使した先進的水田複合経営の実証 (信州伊那谷スマート農業コンソーシアム)

有人機

無人機

監視・操舵

成果:無人機と有人機の協調作業で作業時間を50％削減
無人機の圃場間移動は有人 最外周は有人作業

事例２* 中山間地:小区画の隣接圃場での同時作業の実施により、
事例２* 作業時間を40％削減

38

無人機

有人機
(外周枕時
作業)

自動運転トラクタのスマート農業実証プロジェクトでの主な評価3
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39

レベル2 … 無人運転田植機 NW8SA3 2021年から販売

① 自動運転、条間自動調整:
・ 作成された圃場マップに基づいて最適な作業ルートを生成、
・ 条間を自動調整し、無人田植作業を実施
・ 最外周のみ有人オートステアで自動化率はほぼ100%

② 安心サポート機能:
・ 前方・側方・後方 計8か所に超音波ソナーを装備
・ 障害物検知・走行ラインからの逸脱・傾斜過大等の異常時に走行停止

②

超音波ソナー
（8か所）

田植機1台で3～4人 → 3～4人で田植機2台

・Step1 植え付け開始点移動
・Step2  内側往復植え付け
・Step3  内周植え付け
・Step4  外周(あぜぎわ)植え付け

無人運転
①

ー 有人自動運転

① 作物のあるほ場内での 「人・障害物の検出」 ⇒ 安全機能強化
② 「無人運転領域の拡大」 による更なる軽労化
③ 作物の高さを検出で 「倒伏した作物の刈取に対応」
④ 「刈取詰まり自動除去」 ⇒ 高い作業継続性

人検出用カメラ:機体4方向

ミリ波レーダ※:機体前方・後方

レーザセンサ:前方１か所

※主に圃場内の車両を検出

ミリ波レーダ X 2

レーザセンサ X 1

人検出用カメラ X 4

レベル2 … 無人運転汎用コンバイン DRH1200A3 2024年1月より販売予定

②自動運転領域の拡大
（最外周以外は自動）

※算出条件 ほ場面積:1ha
ヘッダ幅 :2.6m

無人運転領域

90%※

手動刈取
1周

車体周囲認識センサの拡充

40
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人の検出、および倒伏した作物の刈取対応３

① 人の検出

✓大量の画像で学習したAIにより、作物中の
人※のみを検出して、無人走行を自動停止

✓鳥や作物は検出しない

✓2023年3月に改正された農水省の
「ロボット農機の自動走行に関する安全性確保
ガイドライン」に準拠

※子供でも検出可能

41

③ 倒伏した作物の刈取対応
レーザセンサで作物高さをセンシング
作物の高さに応じてリール位置と車速を
自動制御

（対応可能な倒伏は60度まで）

立毛時の刈取 倒伏時の刈取
刈取リール

✓ 最外周を手動運転で刈取後、
2周目の刈取からは無人運転

✓ 最外周を手動運転で刈取時に、
レーザセンサでほ場周囲のあぜの
高さを検出 ⇒ 熟練者のような
効率的な作業ルートを自動生成

42

※ あぜが低い場合は、ギリギリまで前進して旋回
切り返しが少ない効率的な旋回を行う

自動運転マップ

高いあぜ・障害物

ほ場外形

人や障害物も検出

畦の高さ認識による自動運転領域の拡大３
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43既販機

小型安価機

自動運転機

無人運転機

耕うん 播種、移植 除草 防除 収穫

様
々
な
メ
ー
カ
と
の
協
業

高
価
格

オートステア
RTK-GNSS

低
価
格

機の導入

拡充

自動運転農機一貫体系の拡充３

１．「アグリロボ」「GS搭載機」の拡充に加え、「Retrofit型(後付け)自動操舵装置」も拡充し、
クボタ自動運転農機一貫体系の強化を図る

２．高精度自動運転農機に必要な安価なRTK用基地局設置サービスも提供

5Gアンテナ

遠隔監視センター

レベル３ 産官学のコンソーシアムで推進

１) SIP(農研機構、北海道大学等):遠隔監視・制御

２)岩見沢コンソ(岩見沢市、北大、NTT等)での推進
２)遠隔監視センターからの監視・制御、圃場間移動

レベル３ 実現のための課題

１) ＡＩ画像認識等による障害物認識、安全機能の強化

２) 農業用高速通信インフラ(LTE、C5G、L5G等)の整備と
２) 通信の安定性、遠隔監視、復帰制御の応答性確保

３) 3Dマップ活用、すれ違い制御など道路走行技術の構築

４) 無人走行のための農道、圃場インフラ整備（標識、センサ等）
レベル３安全ガイドラインの策定

５) 複数農機の遠隔監視制御及び最適運航管理システム構築

44

レベル３無人農機（遠隔監視による無人作業）の開発推進と課題３
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45

（３）省力化・軽労化を狙った技術開発３

・１フライト当たり最大２ha散布
・自動飛行が可能

・KSAS連動作業軌跡、日誌

・KSAS連動可変施肥可能

➡ 農薬散布作業負荷および
農薬被ばくを軽減

薬剤散布ドローン（T10K、T30K） ド
ロ
ー
ン
散
布
に
よ
る
効
果

平均81%低減※

（h） 0.95

0.18

慣行 ドローン
※本結果は様々な条件で実証を行った結果の平均値

1.0

0.5

0

10
aあ
た
り
の
散
布
時
間

・馬力1.5倍、作業能率2倍

・W車輪で40度傾斜対応

・等高線直進キープ機能

➡ 重労働で危険な
草刈り作業の負担減

ラジコン草刈り機（ARC-501）

ブトウ等の果樹棚栽培
での棚下作業等、腕を
上げたままでの作業を
支えるアシストスーツ

➡ 果樹栽培での
作業負荷を軽減

アシストスーツ（ラクベストARM-1）

T30Kのスペック
全⾧ x 全幅 x 全高:2.8 x 2.7 x 0.8(m)

タンク容量:30ℓ（粒剤40kg）

バッテリー:カセット式

飛行時間: 8分（離陸66.5kg時）

散布範囲: 2.0ha（散布幅:7.5m）
➡ 散布能力 2倍（T10K比） 46

薬剤散布ドローンのトレンド ・・・ 大型化・自動化・多用途化３

特徴① マップによる自動飛行可能
RTKモジュール（Ntrip,VRS）
により高精度自動飛行が可能

特徴② 肥料散布(可変施肥)、果樹作にも対応

特徴③ KSASマップ連携が強化
自動作業日誌生成機能により
管理作業の更なる効率化が可能

別売のドローンで
圃場を撮影

専用ソフトで
飛行経路を生成

自動飛行で
対象に散布

特徴② 果樹モードについて

SDカード マイクロSDカード

T10K(参考)
2.0x1.8x0.5m

T30K
2.8x2.7x0.8m大型化
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農業分野におけるドローンの活用

経営・栽培管理 耕起・整地 移植

収穫、乾燥･調整 水管理・草刈り

出
荷

軽･中重量物の輸送
・山間地などへの軽量物の輸送
・海外事例：300kg級大型機での

大規模な輸送

リモートセンシングによる追肥等
① 病害虫などの観測、及び適切な薬剤の散布
② 生育診断による追肥や収穫適期の予測

③ 農水の監視、及び生育に応じた水管理

④ ３Ｄマップの生成による効率的な農地整備

果樹や花きの受粉作業
リンゴ、梨、チューリップ等

直播
種もみ（水稲）、緑肥種子

鳥獣の監視や追い払い

官民協議会の設立（2019年3月）と普及計画の策定（2019年3月） 202X年目標

① 水田を中心とした土地利用型農業の作付面積の半分以上への普及（100万ha）

② 野菜や果樹、中山間地域における先進的な経営体への導入 （水稲、麦、大豆：183万ha）

47

３

48

スマート農業実証プロジェクト参画による営農効果の検証３

１．クボタは、農林水産省のスマート農業実証プロジェクト等へ積極的に参画
２．農研機構、地域農試、農業改良普及センターなど、農業の研究・普及・指導に関わる皆さまと

連動した活動を展開し、普及を促進を図ってきた。

作 目 2019 2020 2020
補正 2021 2022 2023 合計

水田作 30 12 1 １ 3 2 49

畑作 6 7 1 4 7 2 27

露地野菜・花卉 11 14 9 11 2 4 51

施設園芸 8 6 3 7 4 2 30

果樹・茶 11 11 5 9 4 0 40

畜産 3 5 5 2 3 2 20

合計 69 55 24 34 23 12 217
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出典:農林水産省スマート農業実証プロジェクト

スマート農業実証例:ファーム安井様（岡山県赤磐市 実証面積:水稲16ha）3

49

①ロボットトラクタ

耕起・整地 播種・移植 水管理・防除

収穫

⑤食味・収量 コンバイン⑥営農支援システム

経営・栽培管理

②直線キープ機能付き田植機

⑤

③農業用ドローン ④ほ場水管理システム

トラクタ２台協調作業で
耕耘の作業時間 29％～39％削減

（
分

/1
0

a）

・収量11％増、タンパク:平均6.2％
（高品質米）

収
量

（
K

g
/ 1

0
a）

2.収量・食味の改善 3.労働時間の削減
約29％削減

2.67時間/10a
→ 1.90時間/10a

4.圃場の戦略的活用
高品質米、業務用米、飼料
用米にゾーン分けし、圃場毎

の施肥計画を策定

収量 食味

隣接圃場（35a, 13a） 同一圃場（113a）

1.耕耘の作業時間の削減

3

50

①ロボットトラクタ

耕起・整地 播種・移植

④農業用ドローン

水管理・防除

収穫

⑤食味・収量 コンバイン

②直線キープ機能付き田植機 ③ほ場水管理システム

年比25％削減

田植え時間

女性オペ
レータによ
る作業

1.作業時間の削減

（時間）
・ 品質・収量の均一化
・ 肥料の削減（施肥マップデータ）

2.センシングデータを活用した可変施肥

4.労働時間の削減
約25%削減

7.24時間/10a
→ 5.40時間/10a

3.機械操作に女性参画

スマート農業実証例:白石農園様（北海道新十津川町 水稲23.13ha）

出典:農林水産省スマート農業実証プロジェクト

⑥営農支援システム

経営・栽培管理
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3

51

1.整地作業時間の削減
生育状態の把握

麦の出穂期確認 ⇒ 適期防除

2.リモートセンシングドローン

耕起・整地 生育確認・防除

収穫経営・栽培管理

播種・移植

スマート農業実証例:岡田農場様（北海道更別村 麦・馬鈴薯・ビート・豆 60ha）

約65%削減
139人時 → 57人時 収量マップを作成し

NDVIとの相関を確認投
下
労
働
時
間
（
人
時
） 慣行 ロボトラ

3.収量センサ付き
バレイショ収穫機

出典:農林水産省スマート農業実証プロジェクト

①ロボットトラクタ ②オートステア ③リモートセンシング

④収量センサ付き収穫機

3 スマート農業実証例:南西サービス様（鹿児島県天城町 さとうきび生産における作業受託 ）

サトウキビ圃場の95％（4000ha、1.9万圃場）を登録

1.KSASを活用した農作業受託と作業の効率化 受託作業売上:1年目約44％、2年目 83％増加

実証前

1年目

2年目

約44%増加

約83%増加

（H29/9～H30/8）

（H30/9～R1/8）

（R1/9～R2/8）

・ 圃場の場所・面積の確認
・ 委託農家への伝達
・ スマホでの指示

➡現場案内の労力軽減
➡進捗把握が簡単に

（千円）作業受託売上の推移

出典:農林水産省スマート農業実証プロジェクト

2.ドローンの導入と運用による防除作業の効率化
茎
生
存
虫
数
（
頭
）

ドローン薬散後は
害虫頭数が減少
➡ 慣行（動噴）と

同程度の効果

※ドローン２名、動噴３名の延べ作業時間

作
業
時
間
（
時
間/

10a

）

作業時間:
動噴の約84%削減
➡ 適期に集中的な

散布が可能

52
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出典:農林水産省「スマート農業プロジェクトについて(R3年2月改定版)」

10
aあ
た
り
の
薬
剤
散
布
時
間 （h）

10
aあ
た
り
の
耕
起
時
間

（h）

平均81%低減
0.95

0.18

慣行 ドローン

1.0

0.5

0

（h）
2.0

1.0

0

10
aあ
た
り
の
水
管
理
作
業
時
間

1.55

0.2

慣行 スマート水管理システム

0.48
0.31

0.6

0.4

0

0.2

（h）
0.8

0.4

010
aあ
た
り
の
代
掻
き
時
間

0.73 0.5
31%低減34%低減

10
aあ
た
り
の
移
植
作
業
人
数（人）

5

3

6

4

0

2

慣行 無人運転 田植機

40%低減

慣行 スマート農業システム
による可変施肥

10
aあ
た
り
の
収
量

10%増加平均87%低減

慣行 有人トラクタ＋無人トラクタ
協調運転

慣行 無人運転 トラクタ

協調運転による耕耘作業の効果 無人運転による代掻き作業の効果 無人運転による田植え作業の効果

スマート水管理システムの効果 ドローン散布による効果 可変施肥の効果

53

スマート農業加速化実証プロジェクトから見えてきたスマート農業の効果３

１．様々な実証で、下記のように各技術については有効性が確認された。

２．経営効果の面では、大規模経営体では一定の効果は確認。中山間地の経営体では
スマート農機による機械費上昇により採算が悪化。それぞれの経営体に合わせたスマート
農業術の選択とシェアリングサービス等の新規サービスの活用でコストを下げることが有効。

３．農地基盤や通信等インフラ面の整備、スマート農業の教育や地域の指導体制の構築が必要。

1. 生産性向上を図り、儲かる農業の実現 ➡ 所得倍増
（1）市場で求められる作物を、求められ時期に、

求められる量を生産可能
（2）収量増加と食味向上(バラツキ低減)
（3）低コスト化(政府目標:１俵当たりの生産コスト４割減)

労務費、資材費削減 ➡ 増員無しで規模拡大、品目拡充などの多角化

2. 軽労化・少人化し、きつい作業から解放 ➡ 働き方改革

3. 環境負荷削減 ①減肥・減農薬、省エネ、省水、有機栽培への適合
②生産者(生産現場)におけるフードロスの削減

▶ カーボンニュートラル、「みどりの食糧システム戦略」への貢献

4. 農村の活性化と農業の多面的な機能の維持 ➡ 耕作放棄地の活用
▶ 気象変動に強いロボストでサステナブルな農業の実現

54

（４）クボタがスマート農業を通じて提供する価値３

売り上げの大幅アップ
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1. スマート農機及びシステムの更なる進化と拡充 ➡ スーパーユーザーフレンドリー

2. スマート農業一貫体系の拡大と経営効果実現
◆ 稲作 ➡ 畑作、野菜作、果樹や牧草、施設園芸などへの展開
◆ 大規模農家向け技術・製品 ➡ 中山間地への提供

3. データ連携によるオープンプラットホーム構築 ➡ スマート農業エコシステムの構築
◆ 将来的にはスマートフードバリューチェーン連動

4. みどりの食料システム戦略（カーボンニュートラル）への対応
◆ 新たなスマート農法の開発
◆ クリーンエネルギー化及び農業残渣の有効活用、循環型農業へ

5. スマート農業の普及促進強化
◆ 地域連携での農家支援体制 ➡ コミュニティベーススマート農業
◆ 新たな農業支援サービスの育成（農機シェアリングサービス等）

6. 海外展開（アジア、欧米）
55

今後の課題と市場戦略について4

56

（１） スマート農業システム、スマート農機の更なる進化4

① KSAS（データ農業）の進化

◆誰もが使い易いシステムへ
➡ スーパーユーザーフレンドリーに

◆Open Platform化とエコシステム構築
◆フードバリューチェーン連動、CN対応

▶ 農家に真に有用なソリューションへ進化

②自動・無人（ロボット）農機の進化

◆農機バリエーション拡大:畑作、野菜作等
（小型化や各種収穫機、管理機、運搬機等）

◆レベル２農機の無人化率拡大

◆レベル３無人化農機の開発
➡ 群制御、統合運行管理システムの実現

③ センシングとデータ解析力の向上

AI、ビッグデータ
解析、生育モデル

センシング高度化
生育状況、土壌、
病害虫、収量など

品種選定、生育予測
最適作業への展開
可変施肥、施薬、灌漑

摘枝、摘葉、摘果、収穫

Virtual

Real

Virtual ➡ Real

産官学連携

自律型
無人農機と
人の共存

無人農作業

未来農業システムの実現
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57

リモセンによる生育診断、可変追肥
適期防除、収穫適期・収量予測

潅水の遠隔自動制御
自動中耕・除草機

防除、追肥 潅水、中耕・除草

経営・栽培管理

営農支援システム

調整・選別
自動選別機

出荷
収量・食味ロボット

コンバイン

収穫・運搬

自動化・無人運転トラクタ

排水対策・耕起・畝立て
播種機、移植機の自動化

播種・移植

自動野菜収穫機
運搬の自動化

可変基肥

（２）スマート農業一貫体系の拡大 … 畑作、野菜作、果樹、施設園芸へ4

土壌分析土壌分析

データ駆動の本格畑作ソリューション一貫体系の実現

• 土壌や生育センシング、収量の情報を起点とした可変作業（施肥、播種、施薬）
ソリューションによる収量、品質向上

土壌情報

・土壌採取分析 ・リモセン

耕起・土づくり

・i-プラウ

播種

・OPTIMA（KvG/2ステップ）

生育情報

・P4Mドローン（DJI）
・衛星サービス

追肥・可変作業

・可変施肥ﾏｯﾌﾟ
・ﾜｲﾄﾞｽﾌﾟﾚｯﾀﾞ（KvG）

収穫

・汎用コンバイン
・作物拡大（大豆等）

自動操舵・ガイダンス営農支援システム

本格畑作連携プラットフォーム

４
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土壌分析（肥沃度マップ）
耕起・土づくり

播種、プランター

生育情報

可変施肥

収穫

営農支援システム

中耕培土防除

アグリロボによる畑作４輪作一貫体系の構築4

60

寸法 (mm)
全幅 1160
全⾧ 1550～2340
高さ 710～1190

本体重量 340 kg

最高車速 4.0 km/h

積載重量 水平 240 kg
傾斜地 120 kg

登坂能力 20 deg

デッキ水平性能 ±8 deg

コンセプト: 果樹園等不整地走行ロボット
1．高い走破性: 傾斜地や凸凹路面でも脚を器用に曲げ伸ばし、デッキを水平に保ったまま

走行できる独自の脚輪構造をもつ小型ロボット
2．プラットフォーム: 果樹園等の運搬のみではなく、様々な作業台車として活用可能

ステアリング角度と車速を外部から制御※できるようにCAN
メッセージを公開 ※レバー、リモコンでも操作可能

KUBOTA All Terrain Vehicle（K-ATV）: 研究開発中4
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営農計画・評価
システム

市場データ
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GAP等
各種認証システム

リモートセンシング
(他社サービス含む)

フィールドセンシング、
水管理システム
(他社サービス含む)

気象予測

生育診断・収量予測

農業機械（他社農機含む）

販売・在庫管理
会計システム

土壌診断・肥料設計

流通システム、
ECマーケット等

農業データの標準化
オープンAPI化推進
農業データの標準化
オープンAPI化推進

（３）データ連携によるオープンプラットホーム構築4

GAP普及大賞2022
(日本GAP協会)

■KSAS APIのデータ項目（例）
【農業生産者】

【販社・ＪＡ】

【インプルメーカー】

【農業関連システム】
【農業支援サービス】

作業受託等

農機
OpenAPI

KSAS API

No データ項目
1 機械情報
2 営農組織情報
3 圃場情報
4 農薬情報

No データ項目
5 肥料情報
6 作業日誌情報
7 作業計画情報
8 食味・収量

APIを利用してシステム連携

【他社農機メーカ】

【スマート農業エコシステム】

【クボタ】【関連団体】
等

他社システム

他社農機
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（３）KSASのオープン化戦略とエコシステムの構築4

① 他社農機／システム／サービスとのオープンな連携を図り、スマート農業エコシステムを構築することで、
農家の皆様の経営を多面的に支援、課題解決のスピードアップを図る。

② そのため、他社サービスとの連携を容易化するため、農林水産省の農機OpenAPIプロジェクトへ参画
また、クボタ独自の営農情報を交換するKSAS APIの提供を昨年より開始し、連携企業を拡大中。
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KSAS Market place

KSASに追加したい機能を選択してください

経営診断

乾燥調整システム

無料 入手済み入手済み

積算温度

無料 入手済み入手済み

WATARAS連携

無料

リモートセンシング

無料

病虫害診断

有料

確定申告

有料 入手済み入手済み

GAP認証

無料 入手済み入手済み
有料

生育予測

（３）KSAS マーケットプレイス4

① 農業生産者の更なる利便性向上のため、自社アプリだけでなく他社営農関連アプリも取得可能な
ウェブサイト 「KSAS Marketplace」 を2023年3月29日に開設。
多くの企業の参画と連携を促進することで、日本のスマート農業の普及・拡大に貢献することを目指す。

② 開設時の提供アプリ:乾燥調整システム、積算温度、水管理、WATARAS連携、リモートセンシング

水管理

無料

Xarvio
Field Manager 

クボタ田植機で
可変施肥実現

※本選択画面は
イメージ

経営診断

収穫予測/出荷データ
・収量 ・品質 ・サイズ
・収穫時期 ・栽培履歴

加工業界スマート農業システム

市況情報
市場要望

GAP等各種認証

卸し業界

小売り業界
（通販含む）
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各種ECマーケット他

SIP2で構築された
FVC連携プラット
ホーム

スマートフードバリューチェーンとの連携4

スマート・フード・バリューチェーン連動型高度営農支援ソリューションの構築

◆ 農家での栽培データや各種認証データを流通や販売に繋げるとともに、小売、卸しなど
市場要求データも活用して、市場で求められる作物を、求められる時期に、
求められる量だけ生産する仕組みつくり

➡ 生産者（生産現場）におけるフードロス削減
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（４）「みどりの食糧システム戦略」への対応:資源循環型 Smart Farming Village 実現4

廃棄物

圃場で利用

肥料(液肥)
(メタン発酵副生成物)

バイオ炭
(ガス化生成物)

農村
バイオガス

電力

③スマート水管理

ネガティブ
エミッション

農村で利用

ネガティブ
エミッション

①可変施肥・施薬

①スマート農業
データ駆動型農業

メタン削減

②自動運転農機
⑤電動化/CN燃料

N2O削減

CO2削減

⑥メタン発酵・ガス化(開発中)

④バイオ炭(開発中)

不耕起栽培

CO2削減

有機農業
(堆肥活用、
機械除草)
N2O削減

農業残さ情報・指示

カーボンクレジット(構想中)

減肥、減農薬、省エネ、省水
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（4）「みどりの食料システム戦略」への対応 ・・・ クリーンエネルギー化4

東燃アジアではB30に対応
今後もバイオディーゼル対応の
研究を継続的に推進

➡ 各種カーボンニュートラル
燃料への対応も推進

バイオディーゼル

EV（バッテリー農機）

水素エンジン

水素だけでなく
合成燃料にも対応

アプリケーションの
開発も推進中

デンヨー㈱製
水素専焼発電機

搭載

最大出力:19.1kW（26馬力クラス）
草刈りなど軽作業で1充電あたり3~4時間使用化

欧州中心に脱ディーゼルの動きが加速
➡ EV農機の研究を本格化

2023.4月から販売

3.8L
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（４）バイオマスの有効利用、資源回収に関する研究4

メタン発酵・グリーン水素製造システム（研究中）

ガス化・バイオ炭生成システム（開発中） 下水汚泥からの資源回収

食料・水・環境事業のシナジーを活かした一貫ソリューションの確立

稲わらの収集・運搬 メタン発酵・水素製造 EV・FCVでの活用

早稲田大学(反応プロセス、
変換技術)や京都大学(触媒
の開発)を主体とするコンソ※

等も活用して推進中

※環境省「地域資源循環を通じた
脱炭素化に向けた革新的触媒
技術の開発・実証事業」

カーボンクレジットの創出を見込む

P リン
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カーボンクレジット事業（Jクレジット制度）への取り組み4

１．水稲栽培における中干し期間の延⾧によるメタン削減プロジェクト

２．ハウス栽培用ヒートポンプ空調設備導入による CO2排出量削減プロジェクト

✓ 水田は、日本では最大のメタン発生源（湛水の際に微生物がわらなどを分解する際に発生）
✓ 有効分げつ期から幼穂形成期に行われる中干しの期間を地域慣行より１週間程度延⾧すると

水田からのメタン排出量を平均30％削減(農研機構殿の実証結果による)
✓ 対策のための追加コストが不要な点は大きなメリットであり、クボタ(クボタ 大地のいぶき)としても推進

Jクレジット制度 適用方法論番号:AG-005 名称:水稲栽培における中干し期間の延⾧

✓ 日本における温室効果ガス排出のうち約4%を農林水産分野が占めるが、そのうちの約35%は
燃料燃焼による

✓ 特に施設園芸で燃焼される燃料の抑制が期待されており、クボタはヒートポンプ空調の導入を推進

Jクレジット制度 適用方法論番号:EN-S-004 名称:空調設備の導入

本件に関するお問い合わせ:株式会社クボタ Jクレジット事務局 kbt_g.j-credit@kubota.com
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スマート農業への理解と挑戦

・最適なスマート農業技術の選択
・効果を極大化する作業体系指導
・データ分析診断支援

・スマート農業推進総合パッケージ
スマート農業技術導入支援
スマート農業に適した農業農村整備
スマート農業教育体制整備
農業データ連携基盤(WAGRI)普及促進

・農業支援サービス事業育成対策事業

・スマート農業教育の充実
・戦略的な研究と社会実装促進
（特にデータ分析、活用の体系化）

スマート・フード・バリューチェーン

✓スマート農業で真の経営効果を
✓コミュニティベーススマート農業で

新しい価値の創出し、

農村の活性化を!
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４

JA、地域農業指導者、
農業コンサルタント

農業者の皆さま

流通・マーケット

政府・自治体

大学など
公的研究機関農機関連メーカ

ICT・ベンチャー企業

新たな農業支援サービスの育成・支援
（作業委託、シェアリングサービス等）

・自動化/無人化農機
・データ活用による精密農業
・スマート農業技術の開発と普及促進

（５）地域コミュニティに根差したスマート農業の推進と普及

• 自動走行に必要な環境設備、
通信設備の設置

• RTKｰGNSS基地局の整備
• LTE受信可能地域の拡大

• 草刈り労力を軽減する幅広畦畔
• 無線遠隔操作草刈りに対応した畦畔

• ターン農道の設置

• 圃場進入路の形状
• 耕区・ほ場間移動通路の設置

• ほ場間の大区画化

• 用排水操作や作業機の能力
を考慮した⾧辺の延伸

自動走行農機等に対応した農地整備の手引き（令和5年3月農水省農村振興局農地資源課）
➡ 自動走行農機に対応した基盤整備により作業時間の軽減を図り、経営規模の拡大を実現

６ スマート農業（自動走行農機等）に適した農地整備

• 菅水路形式の用排水路
• 自動給水栓の設置

（ほ場給水設備）

70出典）自動走行農機等に対応した農地整備の手引き 令和5年3月農水省農村振興局農地資源課
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クボタは今後もスマート農業技術の
開発と普及により、環境に優しく
持続可能な農業の実現に貢献。

スマート農業の国内外での普及
には、農家の皆様やJA、自治体、
業界の皆様とともに産官学の連携
による協力体制の構築が不可欠。

農機メーカ、ICT企業
肥料等資材関連会社

・ スマート農業技術開発・改良
・ プロモーション、普及活動
・ 教育、トレーニング

大学、研究機関
・ 先端技術の研究開発
・ 社会実装への取り組み
・ 教育、人材育成

農家、農業法人
・ スマート農業挑戦

行政、自治体、JA
・ スマート農業普及促進
・ スマ農加速化実証事業推進
・ スマ農用インフラ整備
・ データ連携基盤構築
・ 教育、人材育成支援

皆様のご協力、ご鞭撻に期待して
おります。

６ まとめ
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ご清聴ありがとうございました

72



講演会を終えて 

 

   当協会では公益事業の一環として、土地改良研修会を年数回開催しております。 

今回は、「クボタの見据えるスマート農業の未来と市場戦略」と題して、株式会社クボ

タ 特別技術顧問 工学博士 飯田 聡 様からご講演を頂きました。 

     今後も、こうした形での情報提供を行ってまいりたいと考えておりますので、ご支援

とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和５年度 第１回土地改良研修会 講演録 

発 行  一般社団法人 北海道土地改良設計技術協会 

       〒060-0807 札幌市北区北 7条西 6丁目 2-5 ND ビル 

       TEL 011-726-6038  FAX 011-717-6111 

       URL: http://www.aeca.or.jp/  

写真: 第 32 回北の農村フォトコンテスト 「今年も豊作」（撮影場所：比布町） 

 

講 師 ： 飯 田  聡 氏の略歴 

 

   1980 年   久保田鉄工株式会社（現 株式会社クボタ）に入社  

  1999 年   トラクタ技術部第二開発室長 

1999 年  建設機械技術部長 

2003 年  建設機械事業部長  

2004 年   クボタヨーロッパ S.A.S 社長（フランス） 

2009 年   クボタトラクターコーポレーション社長（アメリカ） 

2011 年  機械海外本部長、常務執行役員 

2012 年  農業機械総合事業部長、農機海外営業本部長 

2014 年  研究開発本部長  

2016 年   取締役専務執行役員 

2018 年   特別技術顧問  現在に至る 
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